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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 12,307 ― 168 ― 167 ― 51 ―
25年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 59百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 4.84 4.79
25年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第2四半期 5,575 3,292 58.6
25年3月期 5,926 3,322 55.9
（参考） 自己資本  26年3月期第2四半期  3,265百万円 25年3月期  3,313百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 10.00 10.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 10.00 10.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益
百万円 ％ 百万円 ％

通期
25,000 
～27,000

8.8
～17.5

600 
～700

18.0
～37.7



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

(注) 詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当社は、平成24年10月１日に設立されたため、前年同四半期対比は行っておりません。 
 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々は要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料の２ページ「経営成績に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 1社 （社名）
株式会社ジャパンプロスタッフ    
（旧 藤栄テクノサービス株式会社）

、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 10,933,100 株 25年3月期 10,933,100 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 187,200 株 25年3月期 187,200 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 10,745,900 株 25年3月期2Q ― 株
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 当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日～平成25年９月30日）におけるわが国の経済状況は、政

府の財政出動や日銀による異次元金融緩和等を背景に円高の是正や株高が進んだことにより、緩やかな業

績回復の兆候が見られたのに伴い、高価格帯商品への消費が上向く等明るい兆しが見られました。 

このような状況下における、当社グループのサービスに関わるマーケットの景況は以下のとおりでありま

す。 

  

① SPOサービス事業領域 

 SPOサービス事業における移動体通信業界におきましては、スマートフォンやタブレット端末の普及拡

大に伴い、コンテンツサービスの拡充、キャンペーン施策による新しい料金プランの導入等、各通信キ

ャリアにおいて販売競争が一層激化し、販売員に対する広範な業務知識や接客の質の向上が求められて

きております。 

 デジタル家電分野におきましては、円安の進行により一部メーカーの業績は回復基調が見られまし

た。 

 ストア業界におきましては、株価の上昇等により高価格帯商品の消費は一部回復が見られたものの、

平成26年４月に予定されている消費税増税による可処分所得の減少への懸念もあり、個人消費について

は先行き不安の残る状況となっております。一方、コンビニエンスストアでは、PB商品の拡充やカフェ

形式でのコーヒー類の提供等、新しい取り組みと共に積極的な業容拡大による新規出店を行い業績は好

調に推移しております。 

② BYSサービス事業領域 

 BYSサービス事業における主要マーケットの一つである流通業向けの棚卸サービス業界におきまして

は、業界を超えた競争激化により、引き続き厳しい状態が続いているものの、コンビニエンスストア事

業者向けサービスについては前述のとおり好調に推移しております。 

 また、同主要マーケットの一つである物流業界におきましては、インターネット通販業界の市場拡大

と共に翌日配送強化等、顧客へのサービスを充実させる動きが見られております。 

③ HRサービス事業領域 

 HRサービス事業に関わる人材サービス業界におきましては、円高の是正により大手メーカーを中心と

して企業の業績が回復してきており、オフィスシーンに関わる人材のニーズが高まってきております。 

 また、人材紹介分野におきましては、有効求人倍率が緩やかに改善していることからも、企業の採用

意欲は全般的に活発であり、当社主要顧客先において堅調に推移しております。 

④ その他サービス事業領域 

 その他サービス事業の柱であるWebSPOサービス事業に関わるインターネット業界におきましては、ス

マートデバイスの普及に伴い、引き続き市場は拡大を続けております。 

  

 このような状況下で当社グループは、当第２四半期連結累計期間における営業活動として、SPOサービ

ス事業におきましては、従来得意とした販売現場における人的支援に加え、ミステリーショッパーや新商

品のモニター調査、販促物の製作等、積極的に隣接領域へのサービス提供の推進を行ってまいりました。

 BYSサービス事業におきましては、コンビニエンスストアの出店拡大に伴う棚卸サービスの需要増加

や、通販市場の拡大に伴う大型案件の獲得が堅調に推移いたしました。また、平成25年６月４日に連結子

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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会社化した株式会社ジャパンプロスタッフ（旧 藤栄テクノサービス株式会社）におきましては、全国の

伊藤ハムグループの生産工場への積極的な営業を行い、案件の獲得に注力してまいりました。 

 HRサービス事業におきましては、大手メーカーを中心とした企業の業績回復により、受注は回復傾向に

あります。 

 WebSPOサービス事業におきましては、当社のサンプリングサイトである「もにったー」の商品充実化と

会員数の増加を推進いたしました。 

 また、平成25年10月２日には経理BPOを主要サービスとする株式会社リラインを子会社化し、HRサービ

ス事業の強化を行いました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は12,307,467千円、営業利益は168,307千円、経常利

益は167,576千円となりました。また、国内へ経営資源を集中させるため台湾にある事業子会社、迎倍客

股份有限公司の株式を売却し、特別損失51,443千円を計上した結果、税金等調整前四半期純利益は

116,132千円、四半期純利益は51,998千円となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

① SPOサービス事業 

 SPOサービス事業は、株式会社ジャパンプロスタッフ（旧 藤栄テクノサービス株式会社）を連結子会

社化し、食品セールスプロモーション領域における売上の拡大をいたしましたが、一部クライアントに

おける人材の直接雇用化の結果、売上高は6,391,349千円となりました。 

② BYSサービス事業 

 BYSサービス事業は、コンビニエンスストアの新規出店増加に伴う棚卸サービスの需要増加、インター

ネット通販市場の拡大に伴う物流拠点での軽作業が増加した結果、売上高は3,418,710千円となりまし

た。 

③ HRサービス事業 

 HRサービス事業は、雇用環境の改善に伴う人材紹介案件の増加や官公庁の入札案件が順調に推移し、

売上高は2,466,607千円となりました。 

④ その他サービス事業 

 その他サービス事業は、Webサンプリングサイト「もにったー」の商品拡充と会員数の増加に努めた結

果、売上高は30,799千円となりました。 

  

(注）１.SPOサービスとは、「セールス・プロセス・アウトソーシング・サービス」の略で、放送・通信キャリア、一

般消費材メーカー及び各関連企業を中心に販売支援・営業支援に係る各種サービス業務を総称しておりま

す。 

２.BYSサービスとは、「バックヤードサポートサービス」の略で、小売店舗・倉庫の商品棚卸代行業務や、販売

プロセスのバックヤード作業を支援するサービス（商品の仕分け、梱包）などを総称しております。 

３.HRサービスとは、「ヒューマンリソースサービス」の略で、コールセンター向け人材派遣・請負、事務・IT

人材派遣、人材紹介等を総称しております。 

４.その他サービスとは、WebSPOサービスなどを総称しております。 

５.WebSPOサービスとは、Webを使ったSPOサービスを総称しており、サンプリングサイトである「もにったー」

や、成果報酬型求人サイトである「おいしい仕事」などを提供しております。 
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当第２四半期連結会計期間の資産は、5,575,292千円となりました。その主な内訳は、現金及び預金

1,921,569千円、受取手形及び売掛金2,433,851千円であります。 

当第２四半期連結会計期間の負債は、2,283,116千円となりました。その主な内訳は、買掛金

1,315,291千円、未払金283,139千円であります。 

当第２四半期連結会計期間の純資産は、3,292,176千円となりました。その主な内訳は、資本金

1,384,091千円、資本剰余金552,622千円、利益剰余金1,377,119千円であります。 

  

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、1,921,569千

円となり、各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。 

  

営業活動によるキャッシュ・フローは、299,115千円の収入となりました。これは、税金等調整前四

半期純利益116,132千円、売上債権の減少額537,513千円を計上した一方で、仕入債務の減少額173,521

千円、未払金及び未払費用の減少額100,386千円によるものであります。 

  

投資活動によるキャッシュ・フローは、122,437千円の収入となりました。これは、主に定期預金の

払戻による収入200,000千円によるものであります。 

  

財務活動によるキャッシュ・フローは、107,561千円の支出となりました。これは、主に配当金の支

払額107,032千円によるものであります。 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

（負債）

（純資産）

（キャッシュ・フローの状況の分析）

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)
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当第１四半期連結会計期間の平成25年６月４日付で、伊藤ハム株式会社より藤栄テクノサービス株式

会社の発行済株式の90％を取得し、連結の範囲に含めております。 

なお、同社は、平成25年７月３日付で株式会社ジャパンプロスタッフに社名変更しております。  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,807,578 1,921,569

受取手形及び売掛金 2,819,362 2,433,851

商品 28,683 27,848

仕掛品 236 25,707

繰延税金資産 26,511 65,512

前払費用 87,861 76,625

未収還付法人税等 105,867 －

その他 36,846 35,454

貸倒引当金 △3,596 △2,809

流動資産合計 4,909,351 4,583,759

固定資産   

有形固定資産 162,141 163,345

無形固定資産   

のれん 67,788 58,447

その他 61,110 67,708

無形固定資産合計 128,899 126,156

投資その他の資産   

投資その他の資産 725,828 704,044

貸倒引当金 △16,662 △17,432

投資その他の資産 709,165 686,611

固定資産合計 1,000,206 976,113

繰延資産 17,346 15,419

資産合計 5,926,904 5,575,292

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,378,266 1,315,291

未払金 383,477 283,139

未払費用 118,975 122,665

未払法人税等 84,346 66,853

未払消費税等 202,002 151,573

預り金 163,032 60,668

賞与引当金 29,244 45,979

その他 8,262 5,619

流動負債合計 2,367,607 2,051,790

固定負債   

長期未払金 9,400 9,310

退職給付引当金 291 1,136

役員退職慰労引当金 226,722 211,737

その他 － 9,140

固定負債合計 236,414 231,325

負債合計 2,604,021 2,283,116
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,384,091 1,384,091

資本剰余金 552,622 552,622

利益剰余金 1,432,580 1,377,119

自己株式 △58,427 △58,427

株主資本合計 3,310,867 3,255,406

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,044 10,319

その他の包括利益累計額合計 3,044 10,319

新株予約権 8,971 9,982

少数株主持分 － 16,467

純資産合計 3,322,883 3,292,176

負債純資産合計 5,926,904 5,575,292
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 12,307,467

売上原価 10,275,737

売上総利益 2,031,729

販売費及び一般管理費 1,863,422

営業利益 168,307

営業外収益  

受取利息及び配当金 1,553

その他 1,736

営業外収益合計 3,290

営業外費用  

支払利息 2,439

創立費償却 1,429

その他 152

営業外費用合計 4,021

経常利益 167,576

特別損失  

子会社整理損 51,443

特別損失合計 51,443

税金等調整前四半期純利益 116,132

法人税、住民税及び事業税 88,968

法人税等調整額 △24,773

法人税等合計 64,195

少数株主損益調整前四半期純利益 51,937

少数株主利益 △61

四半期純利益 51,998
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 51,937

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 7,275

その他の包括利益合計 7,275

四半期包括利益 59,212

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 59,273

少数株主に係る四半期包括利益 △61
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 116,132

減価償却費 36,936

のれん償却額 26,421

創立費償却額 1,429

開業費償却額 498

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,967

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14,984

退職給付引当金の増減額（△は減少） △108

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16

株式報酬費用 1,011

子会社整理損 51,433

受取利息及び受取配当金 △1,553

支払利息 2,439

売上債権の増減額（△は増加） 537,513

前払費用の増減額（△は増加） 11,530

仕入債務の増減額（△は減少） △173,521

たな卸資産の増減額（△は増加） △24,635

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △100,386

未払消費税等の増減額（△は減少） △60,748

その他 △81,866

小計 324,557

利息及び配当金の受取額 2,030

利息の支払額 △2,439

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △25,033

営業活動によるキャッシュ・フロー 299,115

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 200,000

有形固定資産の取得による支出 △49,681

無形固定資産の取得による支出 △12,402

投資有価証券の取得による支出 △617

子会社株式の売却による収入 5,500

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△6,603

敷金及び保証金の差入による支出 △11,626

敷金の回収による収入 1,142

その他 △3,272

投資活動によるキャッシュ・フロー 122,437

財務活動によるキャッシュ・フロー  

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △529

配当金の支払額 △107,032

財務活動によるキャッシュ・フロー △107,561

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 313,991

現金及び現金同等物の期首残高 1,607,578

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,921,569
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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